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業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 
平成28年８月５日に公表いたしました平成29年６月期通期業績予想と本日発表いたしました

実績値との差異につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29 年６月期通期実績値と前回業績予想 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期 

純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 11,100 
1,000 

～1,500 

950 

～1,450 

650 

～1,000 

34.31 

～52.80 

今回発表実績（Ｂ） 10,260 1,099 1,239 869 46.36 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲840 
99 

～▲401 

289 

～▲211 

219 

～▲131 

12.05 

～▲6.44 

増減率（％） ▲7.6% 
9.9% 

～▲26.7% 

30.4% 

～▲14.6% 

33.7% 

～▲13.1% 

35.1% 

～▲12.1% 

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年６月期) 
10,529 2,054 2,007 1,350 71.91 

 

２．差異の理由 

 

 売上高は、前回業績予想を 7.6 %下回りました。これは、大口取引先の取引条件の見直し等に

より、売上高が減少したことを主因としております。 

 営業利益については、平成 29 年６月期業績予想において、新たなプロジェクトの進捗により

変動する可能性があるため、レンジ形式により開示しておりましたが、支払秘書プロジェクトの

サービスリリースが翌期になったため、一部、販売促進費用等の支出を翌期へ繰越した一方、一

般管理費が増加したため、実績値はレンジ内である 1,099 百万円ではありますが、やや下限に近

い水準となりました。 

 経常利益についても、上記理由にて、レンジ形式により開示しております。但し、当社は東京

国税局から受領した平成 27 年４月 27 日付の更正通知に関し、国税不服審判所に審査請求を行っ

ておりましたが、平成 28 年９月８日付の裁決通知により、還付金を受領することとなったため、

営業外収益として還付消費税等を計上するとともに、本件に関する偶発損失引当金戻入益を計上

したため、実績値はレンジ内のほぼ中ほどになりました。 

 当期純利益についても、経常利益と同様、実績値はレンジ内のほぼ中ほどになりました。 

 なお、1 株当たり当期純利益もレンジ内のほぼ中ほどでありますが、1 株当たりの配当は 50

円を予定しております。 

以  上 


